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８月３日㈫ 13：30～15：00
  場所　３病棟１階研修ホール

「皮膚のがん」

８月９日㈪ 13：30～15：00
  場所　３病棟１階研修ホール

「耳鼻咽喉科の、がんについて」
近年、増えている皮膚のがん。この病
気は身体の表面にできるため、実は
早期発見が可能です。今回は皮膚科
部長 山本敬三医師が、皮膚のがんの
種類と治療法、早期発見の重要性に
ついてお話しします。

喉頭がん、咽頭がん、舌がん、甲状腺
がんなど、耳鼻咽喉科ではさまざまな
がんの治療を行っています。今回は
耳鼻咽喉科部長 小山新一郎医師が
それぞれの症状や検査法、治療法な
どをご紹介します。

毎年多くの患者さんやご家族の方でに
ぎわう夏祭りが、８月11日㈬に開催されま
す。今回も、有志の方々の協力を得て、
盆踊りや出店をはじめ、地域ぐるみで楽
しんでいただけるよう企画しています。皆
さまのご参加をお待ちしています。

　本年１月に発生したハイチ大地震
災害は、一時期に比べ報道されるこ
とが少なくなりました。しかし現地では
まだ基幹病院復興の目途さえも立っ
ておらず、被災者は過酷な日々 を過ご
しています。そうしたなかハイチ大地
震災害被災者救援事業第４班に参
加していた、杉本憲治第二麻酔・集中
治療部長 兼 国際医療救援部長が５
月27日に帰国しました。報告会では
「首都ポルトープランスで、一日約100
名の診療を行いました。現在では災
害による怪我というよりも、慢性疾患や
皮膚病などの治療、テント生活を送る
人への精神的なケアなど、医療ニー
ズは多様化しています。診療所を訪
れる被災者に対して、医療設備や薬
剤などが限定されるなか、医師として
いかに対応するべきか考え続けた毎
日でした。私は今回が初めての派遣
活動ですが、ハイチで学んだことを今
後の国際救援活動に生かしていきた
いと思います」と、約１カ月を振り返る

杉本医師でした。
　ハイチでは５月半ばから雨季が始
まり、被災者が生活するテント内に泥
水が流れ込むなど、衛生環境はもち
ろん生活環境もますます悪化していま
す。そのハイチを支える活動を、日本
赤十字社は今後も続けていきます。

救急医療については、最近、全国各地でいろいろな問題が取り沙汰されています。医師不足、応需拒否、たらい回し、コン
ビニ受診、不採算部門等々、さまざまなキーワードが言われていますが、一つひとつのキーワードだけで問題の全体を捉
えるには難しい面があります。９月９日、「救急の日」を前に、救急医療について皆さんと一緒に考えていけたらと思います。

　
三
次
救
急
医
療
機
関
は
、
救
急
医
療
体

制
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
に
位
置
す
る
、
い

わ
ば
「
命
の
砦
」
で
あ
る
。
複
数
の
診
療

科
領
域
に
わ
た
る
重
篤
な
患
者
さ
ん
を
24

時
間
受
け
入
れ
、
高
度
な
医
療
を
総
合
的

に
提
供
す
る
。
厚
生
労
働
省
の
承
認
を
得

て
、
都
道
府
県
が
依
頼
し
た
三
次
救
急
医

療
施
設
を
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
い
う
。

名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
は
昭
和
59
年
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
た
。
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その分「声」を「活字」に置き換えて伝える努力をしています。Future8510の記事の
中から知識や情報を増やして、生活を楽しめる要素を増やしてください。知れば知る
ほど好きになる、“好奇心”のような心の元気さも大事だと思います。
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派遣状況

　
突
然
、
夜
中
に
容
態
が
悪
化
し
、
慌
て
て
１

１
９
番
通
報
を
す
る
。
救
急
車
は
速
や
か
に
現

場
に
到
着
し
た
。
し
か
し
、
搬
送
先
の
病
院
が

な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
救
急
隊
員
は
病
院
探

し
に
四
苦
八
苦
。
よ
う
や
く
遠
方
の
病
院
の
了
解

を
得
て
車
を
走
ら
せ
た
が
、
救
急
外
来
を
受
診

で
き
た
の
は
、
１
１
９
番
通
報
か
ら
実
に
１
時
間

以
上
後
の
こ
と
だ
っ
た…

。
こ
う
し
た
救
急
患
者

さ
ん
の
応
需
拒
否
、
い
わ
ゆ
る〝
た
ら
い
回
し
〞の

事
例
が
頻
繁
に
発
生
し
、
深
刻
な
社
会
問
題
に

な
って
い
る
。
総
務
省
消
防
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、

平
成
21
年
中
に
重
症
以
上
傷
病
者
の
搬
送
で
、

救
急
車
の
現
場
滞
在
時
間
が
30
分
以
上
を
要
し

た
事
案
は
、
１
７
８
２
６
件
に
の
ぼ
る
と
い
う
。

　
個
々
の
救
急
病
院
は
、一人
で
も
多
く
の
患
者

さ
ん
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
注

ぎ
、
ベッ
ド
を
確
保
し
て
、
日
夜
、一
生
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い
た
い
、

と
い
う
の
は
医
療
人
共
通
の
切
望
で
あ
る
。
し
か

し
、
救
急
搬
送
件
数
が
医
療
現
場
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
を
上
回
り
、「
受
け
入
れ
た
く
て
も
、
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
の
が
実
態
な
の
で
あ
る
。

　「
救
急
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
た
く
て
も
、

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
現
象
は
ど
う
し

て
起
き
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
原
因
の一つ
に
、
救

急
病
院
の
減
少
が
あ
る
。
厚
生
労
働
省
「
平
成

21
年
地
域
医
療
保
健
基
礎
統
計
」
に
よ
れ
ば
、

平
成
15
年
、
全
国
に
４
２
７
３
カ
所
あ
っ
た
救

急
病
院
は
、
平
成
20
年
に
は
３
９
３
２
カ
所
に

減
少
し
た
。
も
ち
ろ
ん
愛
知
県
も
例
外
で
は
な

く
、
１
９
３
カ
所
（
平
成
15
年
）
か
ら
１
６
４

カ
所（
平
成
20
年
）に
激
減
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

多
く
の
病
院
は
慢
性
的
な
医
師
不
足
、
看
護
師

不
足
で
悩
ん
で
お
り
、
救
急
ま
で
手
が
ま
わ
ら

ず
、
救
急
を
縮
小
、
あ
る
い
は
撤
退
す
る
施
設

が
後
を
絶
た
な
い
。
ひ
と
つ
の
病
院
が
救
急
か
ら

撤
退
す
れ
ば
、
救
急
患
者
さ
ん
は
次
の
病
院
に

集
中
す
る
。
そ
の
結
果
、
次
の
病
院
の
負
担
が

増
え
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
疲
弊
し
て
し
ま
う
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
救
急
か
ら
撤
退
す
る
病
院
が

増
え
る
。
こ
の
悪
循
環
が
、
救
急
病
院
の
減
少

を
招
き
、ひ
い
て
は
受
け
入
れ
拒
否
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
日
本
の
救
急
医
療
体
制
で
は
、
患

者
さ
ん
の
重
症
度
に
応
じ
て
、
対
応
す
る
医
療

機
関
が
一
次
・
二
次
・
三
次
の
３
つ
に
分
類
さ
れ

て
い
る
。一
次
救
急
は
、
入
院
の
必
要
が
な
い
患

者
さ
ん
に
対
応
す
る
施
設
。
二
次
救
急
は
、
入

院
治
療
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
に
対
応
。
そ

し
て
、
三
次
救
急
は
、
二
次
救
急
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
重
篤
な
救
急
患
者
さ
ん
に
対
応
す
る
。

　
し
か
し
、
救
急
病
院
が
減
少
し
て
い
る
今
、

本
来
、一次
・
二
次
の
救
急
医
療
機
関
で
受
け
入

れ
る
べ
き
患
者
さ
ん
が
、
実
際
は
三
次
救
急
医

療
機
関
へ
多
数
搬
送
さ
れ
て
い
る
。
三
次
救
急
医

療
機
関
に
は
軽
症
や
中
等
度
の
患
者
さ
ん
が
あ

ふ
れ
、
本
当
に
高
度
な
救
急
医
療
を
必
要
と
す

る
重
症
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い

う
事
態
も
起
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、一次
・二
次
・

三
次
と
い
う
役
割
分
担
を
定
め
た
救
急
医
療
シ

ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
崩
壊
し
つつ
あ
る
の
だ
。

　
三
次
救
急
を
担
う
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院

も
ま
た
、
医
療
崩
壊
の
渦
中
に
あ
る
。
名
古
屋

第
二
赤
十
字
病
院
で
は
、
30
年
以
上
前
か
ら
地

域
の
救
急
医
療
に
全
力
を
注
い
で
き
た
。「
救
急

患
者
さ
ん
の
応
需
拒
否
は
絶
対
に
で
き
な
い
」
と

い
う
の
が
伝
統
的
な
方
針
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
後

も
変
わ
ら
な
い
。一刻
を
争
う
重
篤
な
患
者
さ
ん

を
は
じ
め
、
産
婦
人
科
救
急
や
小
児
救
急
の
患

者
さ
ん
を
万
全
の
体
制
で
迎
え
る一方
で
、
入
院

治
療
の
必
要
が
な
い
軽
症
の
患
者
さ
ん
も
幅
広
く

受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
日
帰
宅
さ
れ
る

患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、「
か
か
り
つ
け
医
を
受

診
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
」
な
ど
、
帰
宅

後
の
注
意
点
を
記
載
し
た
用
紙
を
手
渡
し
、
安

心
し
て
帰
って
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
今
後
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院

が
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
よ
り
高
度
な
機

能
を
発
揮
し
て
い
く
に
は
、
弱
体
化
し
た
救
急

医
療
体
制
を
再
生
し
、一次
・
二
次
・
三
次
と
い

う
医
療
機
関
の
機
能
分
化
を
推
し
進
め
る
こ
と

が
必
須
条
件
と
な
る
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
。
ま
ず
は
救
急
医
療
の
厳
し
い
現
状
を
地
域

の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
知
恵
を

出
し
合
い
、
解
決
策
を
探
って
い
き
た
い
と
思
う
。

　
次
回
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
名
古
屋

第
二
赤
十
字
病
院
の
救
急
医
療
の
取
り
組
み
に

つい
て
お
伝
え
す
る
予
定
で
あ
る
。

「
三
次
救
急
医
療
機
関
」

赤十字健康教室が開催されます。

恒例の夏祭りが、
今年も開催されます。

未だ復興の兆しが遠いハイチから、
杉本医師が帰国しました。

Report 1 Report 2

国際救援活動

広報誌は残念ながら声でお伝えすることはできません編 集 後 記

近年、マスコミ報道などでも知られるように、
救急患者さんの受け入れ拒否が多発し、

大きな社会問題になっている。
救急医療の現場は今、どうなっているのか。
そして、医療崩壊を救う方策はあるのだろうか。

救
い
た
い
、
し
か
し
、

受
け
ら
れ
な
い
現
場
の
苦
悩

受
け
入
れ
拒
否
は

ど
う
し
て
起
き
る
の
か

地
域
の
救
急
医
療
を

守
っ
て
い
く
た
め
に

救
急
医
療
の
シ
ス
テ
ム
が

崩
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る

今回の
キーワード

出迎え式で、ハイチの現状を訴える杉本医師

ハイチ
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今、崩壊の危機にある
日本の救急医療。
その現状を考える。
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八事日赤を知ろう！
「あし」の正しい治療、
予防医学から
「健康長寿」への道を拓きます。

病気を知ろう！
夏は食中毒が起こりやすい季節です
こまめな手洗いと食品を加熱することが大切です

医療の仕組みを知ろう！
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今、崩壊の危機にある
日本の救急医療。
その現状を考える。
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「皮膚のがん」

８月９日㈪ 13：30～15：00
  場所　３病棟１階研修ホール

「耳鼻咽喉科の、がんについて」
近年、増えている皮膚のがん。この病
気は身体の表面にできるため、実は
早期発見が可能です。今回は皮膚科
部長 山本敬三医師が、皮膚のがんの
種類と治療法、早期発見の重要性に
ついてお話しします。

喉頭がん、咽頭がん、舌がん、甲状腺
がんなど、耳鼻咽喉科ではさまざまな
がんの治療を行っています。今回は
耳鼻咽喉科部長 小山新一郎医師が
それぞれの症状や検査法、治療法な
どをご紹介します。

毎年多くの患者さんやご家族の方でに
ぎわう夏祭りが、８月11日㈬に開催されま
す。今回も、有志の方々の協力を得て、
盆踊りや出店をはじめ、地域ぐるみで楽
しんでいただけるよう企画しています。皆
さまのご参加をお待ちしています。

　本年１月に発生したハイチ大地震
災害は、一時期に比べ報道されるこ
とが少なくなりました。しかし現地では
まだ基幹病院復興の目途さえも立っ
ておらず、被災者は過酷な日々 を過ご
しています。そうしたなかハイチ大地
震災害被災者救援事業第４班に参
加していた、杉本憲治第二麻酔・集中
治療部長 兼 国際医療救援部長が５
月27日に帰国しました。報告会では
「首都ポルトープランスで、一日約100
名の診療を行いました。現在では災
害による怪我というよりも、慢性疾患や
皮膚病などの治療、テント生活を送る
人への精神的なケアなど、医療ニー
ズは多様化しています。診療所を訪
れる被災者に対して、医療設備や薬
剤などが限定されるなか、医師として
いかに対応するべきか考え続けた毎
日でした。私は今回が初めての派遣
活動ですが、ハイチで学んだことを今
後の国際救援活動に生かしていきた
いと思います」と、約１カ月を振り返る

杉本医師でした。
　ハイチでは５月半ばから雨季が始
まり、被災者が生活するテント内に泥
水が流れ込むなど、衛生環境はもち
ろん生活環境もますます悪化していま
す。そのハイチを支える活動を、日本
赤十字社は今後も続けていきます。

救急医療については、最近、全国各地でいろいろな問題が取り沙汰されています。医師不足、応需拒否、たらい回し、コン
ビニ受診、不採算部門等々、さまざまなキーワードが言われていますが、一つひとつのキーワードだけで問題の全体を捉
えるには難しい面があります。９月９日、「救急の日」を前に、救急医療について皆さんと一緒に考えていけたらと思います。

　
三
次
救
急
医
療
機
関
は
、
救
急
医
療
体

制
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
に
位
置
す
る
、
い

わ
ば
「
命
の
砦
」
で
あ
る
。
複
数
の
診
療

科
領
域
に
わ
た
る
重
篤
な
患
者
さ
ん
を
24

時
間
受
け
入
れ
、
高
度
な
医
療
を
総
合
的

に
提
供
す
る
。
厚
生
労
働
省
の
承
認
を
得

て
、
都
道
府
県
が
依
頼
し
た
三
次
救
急
医

療
施
設
を
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
い
う
。

名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
は
昭
和
59
年
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
た
。

ハイチ大地震災害被災者救援事業
（第３班）
ヤップ・ユーウェン（医師）
平田巳雅（看護師）
4 2010年4月～2010年5月
ハイチ大地震災害被災者救援事業
（第4班）
杉本憲治（国際医療救援部長）

1 2009年９月～2010年５月
ICRCアフガニスタン・ミルワイズ
地域病院支援事業
伊藤明子（国際医療救援部副部長）
2 2010年１月～2010年４月
ウガンダ赤十字社母子保健事業
高井久実子（助産師）
3 2010年3月～2010年4月

その分「声」を「活字」に置き換えて伝える努力をしています。Future8510の記事の
中から知識や情報を増やして、生活を楽しめる要素を増やしてください。知れば知る
ほど好きになる、“好奇心”のような心の元気さも大事だと思います。
■名古屋第二赤十字病院 企画課  メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp
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□■□□□□□□□□80■。
■名古屋第二赤十字病院 企画課  メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

派遣状況

　
突
然
、
夜
中
に
容
態
が
悪
化
し
、
慌
て
て
１

１
９
番
通
報
を
す
る
。
救
急
車
は
速
や
か
に
現

場
に
到
着
し
た
。
し
か
し
、
搬
送
先
の
病
院
が

な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
救
急
隊
員
は
病
院
探

し
に
四
苦
八
苦
。
よ
う
や
く
遠
方
の
病
院
の
了
解

を
得
て
車
を
走
ら
せ
た
が
、
救
急
外
来
を
受
診

で
き
た
の
は
、
１
１
９
番
通
報
か
ら
実
に
１
時
間

以
上
後
の
こ
と
だ
っ
た…

。
こ
う
し
た
救
急
患
者

さ
ん
の
応
需
拒
否
、
い
わ
ゆ
る〝
た
ら
い
回
し
〞の

事
例
が
頻
繁
に
発
生
し
、
深
刻
な
社
会
問
題
に

な
って
い
る
。
総
務
省
消
防
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、

平
成
21
年
中
に
重
症
以
上
傷
病
者
の
搬
送
で
、

救
急
車
の
現
場
滞
在
時
間
が
30
分
以
上
を
要
し

た
事
案
は
、
１
７
８
２
６
件
に
の
ぼ
る
と
い
う
。

　
個
々
の
救
急
病
院
は
、一人
で
も
多
く
の
患
者

さ
ん
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
注

ぎ
、
ベッ
ド
を
確
保
し
て
、
日
夜
、一
生
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い
た
い
、

と
い
う
の
は
医
療
人
共
通
の
切
望
で
あ
る
。
し
か

し
、
救
急
搬
送
件
数
が
医
療
現
場
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
を
上
回
り
、「
受
け
入
れ
た
く
て
も
、
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
の
が
実
態
な
の
で
あ
る
。

　「
救
急
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
た
く
て
も
、

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
現
象
は
ど
う
し

て
起
き
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
原
因
の一つ
に
、
救

急
病
院
の
減
少
が
あ
る
。
厚
生
労
働
省
「
平
成

21
年
地
域
医
療
保
健
基
礎
統
計
」
に
よ
れ
ば
、

平
成
15
年
、
全
国
に
４
２
７
３
カ
所
あ
っ
た
救

急
病
院
は
、
平
成
20
年
に
は
３
９
３
２
カ
所
に

減
少
し
た
。
も
ち
ろ
ん
愛
知
県
も
例
外
で
は
な

く
、
１
９
３
カ
所
（
平
成
15
年
）
か
ら
１
６
４

カ
所（
平
成
20
年
）に
激
減
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

多
く
の
病
院
は
慢
性
的
な
医
師
不
足
、
看
護
師

不
足
で
悩
ん
で
お
り
、
救
急
ま
で
手
が
ま
わ
ら

ず
、
救
急
を
縮
小
、
あ
る
い
は
撤
退
す
る
施
設

が
後
を
絶
た
な
い
。
ひ
と
つ
の
病
院
が
救
急
か
ら

撤
退
す
れ
ば
、
救
急
患
者
さ
ん
は
次
の
病
院
に

集
中
す
る
。
そ
の
結
果
、
次
の
病
院
の
負
担
が

増
え
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
疲
弊
し
て
し
ま
う
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
救
急
か
ら
撤
退
す
る
病
院
が

増
え
る
。
こ
の
悪
循
環
が
、
救
急
病
院
の
減
少

を
招
き
、ひ
い
て
は
受
け
入
れ
拒
否
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
日
本
の
救
急
医
療
体
制
で
は
、
患

者
さ
ん
の
重
症
度
に
応
じ
て
、
対
応
す
る
医
療

機
関
が
一
次
・
二
次
・
三
次
の
３
つ
に
分
類
さ
れ

て
い
る
。一
次
救
急
は
、
入
院
の
必
要
が
な
い
患

者
さ
ん
に
対
応
す
る
施
設
。
二
次
救
急
は
、
入

院
治
療
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
に
対
応
。
そ

し
て
、
三
次
救
急
は
、
二
次
救
急
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
重
篤
な
救
急
患
者
さ
ん
に
対
応
す
る
。

　
し
か
し
、
救
急
病
院
が
減
少
し
て
い
る
今
、

本
来
、一次
・
二
次
の
救
急
医
療
機
関
で
受
け
入

れ
る
べ
き
患
者
さ
ん
が
、
実
際
は
三
次
救
急
医

療
機
関
へ
多
数
搬
送
さ
れ
て
い
る
。
三
次
救
急
医

療
機
関
に
は
軽
症
や
中
等
度
の
患
者
さ
ん
が
あ

ふ
れ
、
本
当
に
高
度
な
救
急
医
療
を
必
要
と
す

る
重
症
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い

う
事
態
も
起
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、一次
・二
次
・

三
次
と
い
う
役
割
分
担
を
定
め
た
救
急
医
療
シ

ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
崩
壊
し
つつ
あ
る
の
だ
。

　
三
次
救
急
を
担
う
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院

も
ま
た
、
医
療
崩
壊
の
渦
中
に
あ
る
。
名
古
屋

第
二
赤
十
字
病
院
で
は
、
30
年
以
上
前
か
ら
地

域
の
救
急
医
療
に
全
力
を
注
い
で
き
た
。「
救
急

患
者
さ
ん
の
応
需
拒
否
は
絶
対
に
で
き
な
い
」
と

い
う
の
が
伝
統
的
な
方
針
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
後

も
変
わ
ら
な
い
。一刻
を
争
う
重
篤
な
患
者
さ
ん

を
は
じ
め
、
産
婦
人
科
救
急
や
小
児
救
急
の
患

者
さ
ん
を
万
全
の
体
制
で
迎
え
る一方
で
、
入
院

治
療
の
必
要
が
な
い
軽
症
の
患
者
さ
ん
も
幅
広
く

受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
日
帰
宅
さ
れ
る

患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、「
か
か
り
つ
け
医
を
受

診
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
」
な
ど
、
帰
宅

後
の
注
意
点
を
記
載
し
た
用
紙
を
手
渡
し
、
安

心
し
て
帰
って
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
今
後
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院

が
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
よ
り
高
度
な
機

能
を
発
揮
し
て
い
く
に
は
、
弱
体
化
し
た
救
急

医
療
体
制
を
再
生
し
、一次
・
二
次
・
三
次
と
い

う
医
療
機
関
の
機
能
分
化
を
推
し
進
め
る
こ
と

が
必
須
条
件
と
な
る
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
。
ま
ず
は
救
急
医
療
の
厳
し
い
現
状
を
地
域

の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
知
恵
を

出
し
合
い
、
解
決
策
を
探
って
い
き
た
い
と
思
う
。

　
次
回
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
名
古
屋

第
二
赤
十
字
病
院
の
救
急
医
療
の
取
り
組
み
に

つい
て
お
伝
え
す
る
予
定
で
あ
る
。

「
三
次
救
急
医
療
機
関
」

赤十字健康教室が開催されます。

恒例の夏祭りが、
今年も開催されます。

未だ復興の兆しが遠いハイチから、
杉本医師が帰国しました。

Report 1 Report 2

国際救援活動

広報誌は残念ながら声でお伝えすることはできません編 集 後 記

近年、マスコミ報道などでも知られるように、
救急患者さんの受け入れ拒否が多発し、

大きな社会問題になっている。
救急医療の現場は今、どうなっているのか。
そして、医療崩壊を救う方策はあるのだろうか。

救
い
た
い
、
し
か
し
、

受
け
ら
れ
な
い
現
場
の
苦
悩

受
け
入
れ
拒
否
は

ど
う
し
て
起
き
る
の
か

地
域
の
救
急
医
療
を

守
っ
て
い
く
た
め
に

救
急
医
療
の
シ
ス
テ
ム
が

崩
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る

今回の
キーワード

出迎え式で、ハイチの現状を訴える杉本医師

ハイチ

 I N F O R M A T I O N

今、崩壊の危機にある
日本の救急医療。
その現状を考える。

特集ページ

八事日赤を知ろう！
「あし」の正しい治療、
予防医学から
「健康長寿」への道を拓きます。

病気を知ろう！
夏は食中毒が起こりやすい季節です
こまめな手洗いと食品を加熱することが大切です

医療の仕組みを知ろう！
診療報酬

情報ページ

院長メッセージ
〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
企画課 TEL 052-832-1121 内線 51141 メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

Special Report

今、崩壊の危機にある
日本の救急医療。
その現状を考える。
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危機的、
救急の今。
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８月３日㈫ 13：30～15：00
  場所　３病棟１階研修ホール

「皮膚のがん」

８月９日㈪ 13：30～15：00
  場所　３病棟１階研修ホール

「耳鼻咽喉科の、がんについて」
近年、増えている皮膚のがん。この病
気は身体の表面にできるため、実は
早期発見が可能です。今回は皮膚科
部長 山本敬三医師が、皮膚のがんの
種類と治療法、早期発見の重要性に
ついてお話しします。

喉頭がん、咽頭がん、舌がん、甲状腺
がんなど、耳鼻咽喉科ではさまざまな
がんの治療を行っています。今回は
耳鼻咽喉科部長 小山新一郎医師が
それぞれの症状や検査法、治療法な
どをご紹介します。

毎年多くの患者さんやご家族の方でに
ぎわう夏祭りが、８月11日㈬に開催されま
す。今回も、有志の方々の協力を得て、
盆踊りや出店をはじめ、地域ぐるみで楽
しんでいただけるよう企画しています。皆
さまのご参加をお待ちしています。

　本年１月に発生したハイチ大地震
災害は、一時期に比べ報道されるこ
とが少なくなりました。しかし現地では
まだ基幹病院復興の目途さえも立っ
ておらず、被災者は過酷な日々 を過ご
しています。そうしたなかハイチ大地
震災害被災者救援事業第４班に参
加していた、杉本憲治第二麻酔・集中
治療部長 兼 国際医療救援部長が５
月27日に帰国しました。報告会では
「首都ポルトープランスで、一日約100
名の診療を行いました。現在では災
害による怪我というよりも、慢性疾患や
皮膚病などの治療、テント生活を送る
人への精神的なケアなど、医療ニー
ズは多様化しています。診療所を訪
れる被災者に対して、医療設備や薬
剤などが限定されるなか、医師として
いかに対応するべきか考え続けた毎
日でした。私は今回が初めての派遣
活動ですが、ハイチで学んだことを今
後の国際救援活動に生かしていきた
いと思います」と、約１カ月を振り返る

杉本医師でした。
　ハイチでは５月半ばから雨季が始
まり、被災者が生活するテント内に泥
水が流れ込むなど、衛生環境はもち
ろん生活環境もますます悪化していま
す。そのハイチを支える活動を、日本
赤十字社は今後も続けていきます。

救急医療については、最近、全国各地でいろいろな問題が取り沙汰されています。医師不足、応需拒否、たらい回し、コン
ビニ受診、不採算部門等々、さまざまなキーワードが言われていますが、一つひとつのキーワードだけで問題の全体を捉
えるには難しい面があります。９月９日、「救急の日」を前に、救急医療について皆さんと一緒に考えていけたらと思います。

　
三
次
救
急
医
療
機
関
は
、
救
急
医
療
体

制
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
に
位
置
す
る
、
い

わ
ば
「
命
の
砦
」
で
あ
る
。
複
数
の
診
療

科
領
域
に
わ
た
る
重
篤
な
患
者
さ
ん
を
24

時
間
受
け
入
れ
、
高
度
な
医
療
を
総
合
的

に
提
供
す
る
。
厚
生
労
働
省
の
承
認
を
得

て
、
都
道
府
県
が
依
頼
し
た
三
次
救
急
医

療
施
設
を
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
い
う
。

名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
は
昭
和
59
年
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
た
。

ハイチ大地震災害被災者救援事業
（第３班）
ヤップ・ユーウェン（医師）
平田巳雅（看護師）
4 2010年4月～2010年5月
ハイチ大地震災害被災者救援事業
（第4班）
杉本憲治（国際医療救援部長）

1 2009年９月～2010年５月
ICRCアフガニスタン・ミルワイズ
地域病院支援事業
伊藤明子（国際医療救援部副部長）
2 2010年１月～2010年４月
ウガンダ赤十字社母子保健事業
高井久実子（助産師）
3 2010年3月～2010年4月

その分「声」を「活字」に置き換えて伝える努力をしています。Future8510の記事の
中から知識や情報を増やして、生活を楽しめる要素を増やしてください。知れば知る
ほど好きになる、“好奇心”のような心の元気さも大事だと思います。
■名古屋第二赤十字病院 企画課  メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

派遣状況

　
突
然
、
夜
中
に
容
態
が
悪
化
し
、
慌
て
て
１

１
９
番
通
報
を
す
る
。
救
急
車
は
速
や
か
に
現

場
に
到
着
し
た
。
し
か
し
、
搬
送
先
の
病
院
が

な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
救
急
隊
員
は
病
院
探

し
に
四
苦
八
苦
。
よ
う
や
く
遠
方
の
病
院
の
了
解

を
得
て
車
を
走
ら
せ
た
が
、
救
急
外
来
を
受
診

で
き
た
の
は
、
１
１
９
番
通
報
か
ら
実
に
１
時
間

以
上
後
の
こ
と
だ
っ
た…

。
こ
う
し
た
救
急
患
者

さ
ん
の
応
需
拒
否
、
い
わ
ゆ
る〝
た
ら
い
回
し
〞の

事
例
が
頻
繁
に
発
生
し
、
深
刻
な
社
会
問
題
に

な
って
い
る
。
総
務
省
消
防
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、

平
成
21
年
中
に
重
症
以
上
傷
病
者
の
搬
送
で
、

救
急
車
の
現
場
滞
在
時
間
が
30
分
以
上
を
要
し

た
事
案
は
、
１
７
８
２
６
件
に
の
ぼ
る
と
い
う
。

　
個
々
の
救
急
病
院
は
、一人
で
も
多
く
の
患
者

さ
ん
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
注

ぎ
、
ベッ
ド
を
確
保
し
て
、
日
夜
、一
生
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い
た
い
、

と
い
う
の
は
医
療
人
共
通
の
切
望
で
あ
る
。
し
か

し
、
救
急
搬
送
件
数
が
医
療
現
場
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
を
上
回
り
、「
受
け
入
れ
た
く
て
も
、
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
の
が
実
態
な
の
で
あ
る
。

　「
救
急
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
た
く
て
も
、

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
現
象
は
ど
う
し

て
起
き
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
原
因
の一つ
に
、
救

急
病
院
の
減
少
が
あ
る
。
厚
生
労
働
省
「
平
成

21
年
地
域
医
療
保
健
基
礎
統
計
」
に
よ
れ
ば
、

平
成
15
年
、
全
国
に
４
２
７
３
カ
所
あ
っ
た
救

急
病
院
は
、
平
成
20
年
に
は
３
９
３
２
カ
所
に

減
少
し
た
。
も
ち
ろ
ん
愛
知
県
も
例
外
で
は
な

く
、
１
９
３
カ
所
（
平
成
15
年
）
か
ら
１
６
４

カ
所（
平
成
20
年
）に
激
減
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

多
く
の
病
院
は
慢
性
的
な
医
師
不
足
、
看
護
師

不
足
で
悩
ん
で
お
り
、
救
急
ま
で
手
が
ま
わ
ら

ず
、
救
急
を
縮
小
、
あ
る
い
は
撤
退
す
る
施
設

が
後
を
絶
た
な
い
。
ひ
と
つ
の
病
院
が
救
急
か
ら

撤
退
す
れ
ば
、
救
急
患
者
さ
ん
は
次
の
病
院
に

集
中
す
る
。
そ
の
結
果
、
次
の
病
院
の
負
担
が

増
え
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
疲
弊
し
て
し
ま
う
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
救
急
か
ら
撤
退
す
る
病
院
が

増
え
る
。
こ
の
悪
循
環
が
、
救
急
病
院
の
減
少

を
招
き
、ひ
い
て
は
受
け
入
れ
拒
否
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
日
本
の
救
急
医
療
体
制
で
は
、
患

者
さ
ん
の
重
症
度
に
応
じ
て
、
対
応
す
る
医
療

機
関
が
一
次
・
二
次
・
三
次
の
３
つ
に
分
類
さ
れ

て
い
る
。一
次
救
急
は
、
入
院
の
必
要
が
な
い
患

者
さ
ん
に
対
応
す
る
施
設
。
二
次
救
急
は
、
入

院
治
療
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
に
対
応
。
そ

し
て
、
三
次
救
急
は
、
二
次
救
急
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
重
篤
な
救
急
患
者
さ
ん
に
対
応
す
る
。

　
し
か
し
、
救
急
病
院
が
減
少
し
て
い
る
今
、

本
来
、一次
・
二
次
の
救
急
医
療
機
関
で
受
け
入

れ
る
べ
き
患
者
さ
ん
が
、
実
際
は
三
次
救
急
医

療
機
関
へ
多
数
搬
送
さ
れ
て
い
る
。
三
次
救
急
医

療
機
関
に
は
軽
症
や
中
等
度
の
患
者
さ
ん
が
あ

ふ
れ
、
本
当
に
高
度
な
救
急
医
療
を
必
要
と
す

る
重
症
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い

う
事
態
も
起
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、一次
・二
次
・

三
次
と
い
う
役
割
分
担
を
定
め
た
救
急
医
療
シ

ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
崩
壊
し
つつ
あ
る
の
だ
。

　
三
次
救
急
を
担
う
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院

も
ま
た
、
医
療
崩
壊
の
渦
中
に
あ
る
。
名
古
屋

第
二
赤
十
字
病
院
で
は
、
30
年
以
上
前
か
ら
地

域
の
救
急
医
療
に
全
力
を
注
い
で
き
た
。「
救
急

患
者
さ
ん
の
応
需
拒
否
は
絶
対
に
で
き
な
い
」
と

い
う
の
が
伝
統
的
な
方
針
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
後

も
変
わ
ら
な
い
。一刻
を
争
う
重
篤
な
患
者
さ
ん

を
は
じ
め
、
産
婦
人
科
救
急
や
小
児
救
急
の
患

者
さ
ん
を
万
全
の
体
制
で
迎
え
る一方
で
、
入
院

治
療
の
必
要
が
な
い
軽
症
の
患
者
さ
ん
も
幅
広
く

受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
日
帰
宅
さ
れ
る

患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、「
か
か
り
つ
け
医
を
受

診
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
」
な
ど
、
帰
宅

後
の
注
意
点
を
記
載
し
た
用
紙
を
手
渡
し
、
安

心
し
て
帰
って
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
今
後
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院

が
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
よ
り
高
度
な
機

能
を
発
揮
し
て
い
く
に
は
、
弱
体
化
し
た
救
急

医
療
体
制
を
再
生
し
、一次
・
二
次
・
三
次
と
い

う
医
療
機
関
の
機
能
分
化
を
推
し
進
め
る
こ
と

が
必
須
条
件
と
な
る
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
。
ま
ず
は
救
急
医
療
の
厳
し
い
現
状
を
地
域

の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
知
恵
を

出
し
合
い
、
解
決
策
を
探
って
い
き
た
い
と
思
う
。

　
次
回
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
名
古
屋

第
二
赤
十
字
病
院
の
救
急
医
療
の
取
り
組
み
に

つい
て
お
伝
え
す
る
予
定
で
あ
る
。

「
三
次
救
急
医
療
機
関
」

赤十字健康教室が開催されます。

恒例の夏祭りが、
今年も開催されます。

未だ復興の兆しが遠いハイチから、
杉本医師が帰国しました。

Report 1 Report 2

国際救援活動

広報誌は残念ながら声でお伝えすることはできません編 集 後 記

近年、マスコミ報道などでも知られるように、
救急患者さんの受け入れ拒否が多発し、

大きな社会問題になっている。
救急医療の現場は今、どうなっているのか。
そして、医療崩壊を救う方策はあるのだろうか。

救
い
た
い
、
し
か
し
、

受
け
ら
れ
な
い
現
場
の
苦
悩

受
け
入
れ
拒
否
は

ど
う
し
て
起
き
る
の
か

地
域
の
救
急
医
療
を

守
っ
て
い
く
た
め
に

救
急
医
療
の
シ
ス
テ
ム
が

崩
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る

今回の
キーワード

出迎え式で、ハイチの現状を訴える杉本医師

ハイチ

 I N F O R M A T I O N

今、崩壊の危機にある
日本の救急医療。
その現状を考える。

特集ページ

八事日赤を知ろう！
「あし」の正しい治療、
予防医学から
「健康長寿」への道を拓きます。

病気を知ろう！
夏は食中毒が起こりやすい季節です
こまめな手洗いと食品を加熱することが大切です

医療の仕組みを知ろう！
診療報酬

情報ページ

院長メッセージ
〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
企画課 TEL 052-832-1121 内線 51141 メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

Special Report

今、崩壊の危機にある
日本の救急医療。
その現状を考える。
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危機的、
救急の今。
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　４月12日、当院研修ホールにて八事整形市民公開講座・第９
回「あしの健康教室」を開催しました。今回のテーマは「あしの
しびれ」。開演の午前10時には、定員を大幅に上回る300名の
方々がご来場くださいました。

第９回「あしの健康教室」

1「あしのしびれについて」
リハビリテーション科部長 安藤智洋医師
2「しびれとのつきあい方」
清水宏子看護師
3「実際に血の流れを診てみましょう」
臨床検査部 加藤敏治臨床技師
4「あしの体操」
リハビリテーション科 足立さやか理学療法士
5「しびれのおくすり」
昭和区薬剤師理事 鈴木弘子薬剤師

　今回の教室は、当院の整
形外科チームと地域の薬
剤師会が協力し、整形外科
領域に関わるさまざまな職
種のスタッフが、自ら作成し
た資料やスライドを使って、
より具体的な事例説明を
行ったものです。希望者を
募り会場で実際の検査を
実施したり、全参加者が着席のままであしを動かすなど、見て
聞いて体験してあしの健康法を学んでいただきました。最後は
質問コーナーで締め括られ、参加者と医療従事者が日常生活
に根付いたテーマを楽しく学んだ２時間となりました。

　当院の整形外科では、部長の佐藤公治医師を中心に、地
域連携を前提とした整形外科医療の高度化に力を注いでい

ます。施設を越えて地域の医
師と医師との結びつきを強める
「八事整形会」、整形外科領域
に関わるすべての医療従事者
に輪を広げた「八事整形医療
連携会」などを発足し、症例検
討による治療の標準化や、全
国に先駆けての大腿骨頸部
骨折の地域連携クリニカルパ
ス作成など、幾つもの取り組みを果たしてきました。現在では、
市民を巻き込んだ活動として毎年定期的に開催する「八事整
形市民公開講座」、遠くは北海道から九州まで広がった講演
会開催などを含め、多彩な活動を行っています。

　八事整形市民公開講座の背景には、「健康長寿」という私
たちの目標があります。健康長寿とは、日々 のなかで自由に動き
健康的に毎日を楽しんでこその人生という意味です。その実
現には生活者の方々に、あしの病気やあしに影響が出る病気
などへの正しい知識、さらには予防医学まで理解をしていただ
くことが大切であり、一方、医療従事者の私たちも情報を提供
するだけでなく、生活者の方々の声を聞きその要望をしっかり
受け止め、共に歩むことが大切と考えます。今後も治療はもち
ろんさまざまな活動を通じて、生活者と一緒に健康長寿への
実現に全力を注いでいきます。

 
次回開催日  11月20日（土）第10回「あしの健康教室」

6月初旬、中国の江蘇省人民医院から代表団6名が当
院を訪れました。この医学交流
は1983年から、双方の医療技
術や看護技術、そして病院管
理のレベルアップを目的に行わ
れており、7月には当院派遣団
が中国にて研修を行いました。

赤十字国際委員会
（ＩＣＲＣ）の要請によ
り、アフガニスタンの
地域病院支援事業
に参加していた伊
藤明子国際医療救
援部副部長 兼 看
護副部長が、５月24
日帰国しました。当
初はヘッドナースと
しての参加でした
が、途中からはプロ
ジェクトマネージャ
ーとして病院運営
や現地スタッフの教育までを担当しました。２カ月の期
間延長を含む８カ月間は、病院敷地からは一歩も外に
出られなかったという危険な紛争最前線での支援活
動。それだけに「自由に街を歩ける日本の幸せを多くの
人に伝えたい」という伊藤看護師の言葉は、大きな意
味を持つものでした。

４月27日に当院研修ホールにて、「第９回ハートフルコン
サート」を開催。今回は第一
部にヴァイオリニストの加藤
奈津子さん、第二部ではジャ
ズ歌手のケン・バルディスさん
を迎え、参加者も300名を越
す大盛況ぶりでした。

本年６月10日、当院の救命救急センター棟１階に「救急
除染室」が完成しました。これはＮＢＣ災害（放射性物
質・生物剤・化学剤による災害）に遭った患者さんの除
染（温水で付着物を洗い流す）ための施設です。内部
には集団の患者さんを受け入れる待合室や除染シャ
ワー室、電子カルテを導入した診察室を完備しており、
これだけの設備を備えた専用施設を持つ病院は、まだ
日本でも多くありません。６月16日には、この施設を使って
ＮＢＣ災害訓練を実施。当日は救護班の職員がＰＰＴ
（個人防護服）を装着し、従来の除染テントと完成した
救急除染室で訓練を行いました。

こまめな水分補給が効果的。何度かに分けて飲み、塩分や糖分も忘れずに摂取しましょう。 外出の際は、風通しのよい吸湿性のある服装をしたり、帽子や日傘の準備をしましょう。

　当院では第1病棟外来部門の
老朽化に対処するため、また、電
子カルテ導入後の外来空間の有
効利用を目的として、外来部門（1
階、2階、3階）の改築工事を7月下
旬から約1年8カ月の予定で行いま
す。今回の改築工事では、『患者
さんのプライバシーとアメニティー
に配慮した外来空間の構築』を最
優先に考えています。さらに『電子
カルテの導入に伴うIT化に対応し

　会計窓口でお渡ししている領収書、じっくりご覧いただい
ていますか。そこには患者さんの「負担額」と並んで、「点
数」が記載されています。この点数の部分が「診療報酬」
で、皆さまが保険料を納めている各公的医療保険から医療
機関に支払われる報酬を表しています。診療報酬の点数
は、医療機関で行われた治療行為などによって細かく決め

られています。そして、その点数に応じて、患者さんが支払う
自己負担金額（３割など）や、病院の収入も決まっています。
　では、診療報酬の点数はどのように決められているので
しょうか。それは、個々の病院が独自に決めているのではな
く、国が一括して全国一律の点数を定めています。すなわ
ち、同じ医療サービスなら、基本的にはどの医療機関であっ
ても、同じ価格（公定価格）ということになります。

　診療報酬は、原則として２年に一度改定されます。具体
的には、厚生労働大臣の諮問機関である中央社会保険医
療協議会で審議され、社会動向や国の政策に応じて、内容
が改定されています。
　本年４月、平成22年度診療報酬改定が行われました。今
回の改定は、「危機的状況に陥っている救急・急性期や、産
科・小児医療をいかに再建するか」が大きな課題として掲
げられました。そのため、救急医療の評価の充実、産科・小
児医療の評価の充実、病院勤務医の負担の軽減、手術料
の適正な評価、明細書発行の推進など、多くの改善点が盛
り込まれています。
　このように、診療報酬は医療を取り巻く変化に応じて改定
が重ねられており、患者さんが受ける医療と深い関わりを
もっています。こうした診療報酬の仕組みを理解し、状況に
応じて診療所や病院を使い分けるなど、正しい認識をもって
医療機関をご利用ください。

　毎年、夏に向かって増えるのが食中毒です。食中毒とは、
細菌やウイルス、化学物質、自然毒などの有害・有毒物質を
人が口から摂取したことで発症する中毒症状（下痢や嘔
吐、発熱など）の総称です。特に、高温多湿な日本の夏には、
サルモネラ菌や病原性大腸菌（O157もその一つです）など
の細菌性の食中毒に注意が必要です。万一、サルモネラ菌
に感染すると、激しい嘔吐、発熱、腹痛を伴う下痢などを発
症します。O157の場合は血便と激しい腹痛を発症し、急性
脳症から死に至ることもあります。これらの細菌は感染力が
強く、2007年には静岡県でサルモネラ菌による集団食中毒
が発生し、1000名以上が感染してニュースになりました。

　食中毒は、食品の状態から判断できる場合もありますが、
食べた後から症状が出て、はじめて気づくことも多々ありま
す。夏は細菌が増殖しやすいため、特に注意が必要です。
肉や魚、卵は内部までしっかり加熱しましょう。近年、トマトか
らサルモネラ菌が検出されたという報告もあり、野菜だからと
いって安心できません。また包丁やまな板、食器用のスポン
ジや台ふきんは必ず洗い、常に清潔・乾燥を保ちます。また
食中毒は人から人、特に手から感染を拡大させ、感染性胃
腸炎を発症させます。まず、こまめな手洗いを心がけること
が大切です。水だけでなく、石けんを使いよく泡立て、指先
やつめ、指と指の間まできちんと洗いましょう。

　高齢化と医療の高度化が進む今
日、医療現場では安全管理に注目が
集まっています。平成14年には、厚生
労働省の指導ですべての病院・診
療所（有床）に医療安全管理の整備
が義務づけられ、当院では民間病院
としてはいち早く平成15年に「医療
安全対策室」を設置し、リスクマネジ
メント（医療事故を未然に防ぐ）を開

始しました。平成18年には「医療安
全推進室」と名称を変更し、今日では
薬剤、医療機器の安全管理や院内
感染予防への取組みも行っていま
す。医療安全推進室の設置により、
それまで各部門で独自に培ってきた
ノウハウを全部門で共有でき、より高
度で効率的なリスクマネジメントが可
能になりました。

　院内の感染管理は、感染対策医、
感染リスクマネージャーを中心とした
チームで行っています。もし院内で患

たフリーアドレス診察室』の導入
や、『入退院センター・相談セン
ター』の設置により快適な外来診
察の実現を目指しています。
　工事期間中は、現在の第1駐車
場に仮設外来棟を建築する必要
があり、駐車可能台数が大幅に減
少するため、駐車場が混雑するこ
とが予想されています。
　ご来院の皆さまには大変なご迷
惑をおかけいたしますが、ご来院
の際はできるだけ公共交通機関を
ご利用くださるなど、ご理解とご協
力をお願いいたします。

睡眠不足や風邪気味など、体調がすぐれないときは、暑い日中の外出や運動を控えましょう。 暑い時期の運動はなるべく涼しい時間帯にしたり、激しい運動を急にすることはやめましょう。

者さんからの感染が発見されたら、
すぐに感染経路を調査し、改善策の
提案を行います。また世界的な感染
情報の動向を把握し、院内外に注意
を呼びかけるほか、感染防止対策の
ための院内ラウンドなど、直接現場で
行う教育や実技教育に力を入れ、全
員でより安全な医療の提供をめざし
ます。 改築箇所

（1階～3階）

地域の医療従事者と一緒に、整形外科医療の高度化を図っています。 健やかな暮らしを見つめて、多彩な活動を行っています。

医 学
交 流

互いの医療技術向上を目指し、
中国江蘇省人民医院より
医学交流代表団が来院しました。

国 際
救 援

戦乱が続くアフガニスタンから
伊藤明子看護師が帰国しました。

患 者
サービス

クラシックとジャズの共演。 
会場内が華やかに彩られました。

災 害
救 護

完成したばかりの救急除染室を中心に
ＮＢＣ災害訓練が行われました。

役に立ち、そして楽しい
「あしの健康教室」を開催！

地域を見つめて、地域とともに、
さまざまな活動を実施しています。

健康長寿の実現を、
皆さまとともに目指していきます。

夏に発生する食中毒の
主な原因は細菌です

日頃から注意すれば、
食中毒は防ぐことができます

日本の保険医療費は
全国一律の公定価格

医療をめぐる課題に応じて
２年に一度改定される診療報酬

医療安全推進室より

さまざまな医療の安全を
部門の壁を越えて考えます

改善の提案から教育まで
多彩な業務を担当します

ここをチェック
外来部門改築工事
のお知らせ

田村 秀代
医療安全推進室副室長・
感染リスクマネージャー

医療の
仕組み
を知ろう！

診療報酬

整形外科  部長　佐藤 公治

整形外科  副部長
深谷 泰士

地域医療連携センター看護師長
古城 敦子

市民公開講座の冊子は私
たちで作っています。そ
の活動を通して私たち自
身の専門性を高め、チー
ムの結束力を強めるなど
の成果も上がっています。

保険料

一部
自己負担金

財源
（診療報酬体系）

報酬

医療機関

生活者

院内外での講演
や教育には、こ
れらのイラスト
を使用し、わか
りやすい指導を
心がけています。

Par t
1八事日赤を

知ろう！

「あし」の正しい治療、予防医学から
「健康長寿」への道を拓きます。

いつでも、どこでも、
人々の安心・安全を支えます。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

夏は食中毒が
起こりやすい季節です

こまめな手洗いと
食品を加熱することが大切です
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　４月12日、当院研修ホールにて八事整形市民公開講座・第９
回「あしの健康教室」を開催しました。今回のテーマは「あしの
しびれ」。開演の午前10時には、定員を大幅に上回る300名の
方々がご来場くださいました。

第９回「あしの健康教室」

1「あしのしびれについて」
リハビリテーション科部長 安藤智洋医師
2「しびれとのつきあい方」
清水宏子看護師
3「実際に血の流れを診てみましょう」
臨床検査部 加藤敏治臨床技師
4「あしの体操」
リハビリテーション科 足立さやか理学療法士
5「しびれのおくすり」
昭和区薬剤師理事 鈴木弘子薬剤師

　今回の教室は、当院の整
形外科チームと地域の薬
剤師会が協力し、整形外科
領域に関わるさまざまな職
種のスタッフが、自ら作成し
た資料やスライドを使って、
より具体的な事例説明を
行ったものです。希望者を
募り会場で実際の検査を
実施したり、全参加者が着席のままであしを動かすなど、見て
聞いて体験してあしの健康法を学んでいただきました。最後は
質問コーナーで締め括られ、参加者と医療従事者が日常生活
に根付いたテーマを楽しく学んだ２時間となりました。

　当院の整形外科では、部長の佐藤公治医師を中心に、地
域連携を前提とした整形外科医療の高度化に力を注いでい

ます。施設を越えて地域の医
師と医師との結びつきを強める
「八事整形会」、整形外科領域
に関わるすべての医療従事者
に輪を広げた「八事整形医療
連携会」などを発足し、症例検
討による治療の標準化や、全
国に先駆けての大腿骨頸部
骨折の地域連携クリニカルパ
ス作成など、幾つもの取り組みを果たしてきました。現在では、
市民を巻き込んだ活動として毎年定期的に開催する「八事整
形市民公開講座」、遠くは北海道から九州まで広がった講演
会開催などを含め、多彩な活動を行っています。

　八事整形市民公開講座の背景には、「健康長寿」という私
たちの目標があります。健康長寿とは、日々 のなかで自由に動き
健康的に毎日を楽しんでこその人生という意味です。その実
現には生活者の方々に、あしの病気やあしに影響が出る病気
などへの正しい知識、さらには予防医学まで理解をしていただ
くことが大切であり、一方、医療従事者の私たちも情報を提供
するだけでなく、生活者の方々の声を聞きその要望をしっかり
受け止め、共に歩むことが大切と考えます。今後も治療はもち
ろんさまざまな活動を通じて、生活者と一緒に健康長寿への
実現に全力を注いでいきます。

 
次回開催日  11月20日（土）第10回「あしの健康教室」

6月初旬、中国の江蘇省人民医院から代表団6名が当
院を訪れました。この医学交流
は1983年から、双方の医療技
術や看護技術、そして病院管
理のレベルアップを目的に行わ
れており、7月には当院派遣団
が中国にて研修を行いました。

赤十字国際委員会
（ＩＣＲＣ）の要請によ
り、アフガニスタンの
地域病院支援事業
に参加していた伊
藤明子国際医療救
援部副部長 兼 看
護副部長が、５月24
日帰国しました。当
初はヘッドナースと
しての参加でした
が、途中からはプロ
ジェクトマネージャ
ーとして病院運営
や現地スタッフの教育までを担当しました。２カ月の期
間延長を含む８カ月間は、病院敷地からは一歩も外に
出られなかったという危険な紛争最前線での支援活
動。それだけに「自由に街を歩ける日本の幸せを多くの
人に伝えたい」という伊藤看護師の言葉は、大きな意
味を持つものでした。

４月27日に当院研修ホールにて、「第９回ハートフルコン
サート」を開催。今回は第一
部にヴァイオリニストの加藤
奈津子さん、第二部ではジャ
ズ歌手のケン・バルディスさん
を迎え、参加者も300名を越
す大盛況ぶりでした。

本年６月10日、当院の救命救急センター棟１階に「救急
除染室」が完成しました。これはＮＢＣ災害（放射性物
質・生物剤・化学剤による災害）に遭った患者さんの除
染（温水で付着物を洗い流す）ための施設です。内部
には集団の患者さんを受け入れる待合室や除染シャ
ワー室、電子カルテを導入した診察室を完備しており、
これだけの設備を備えた専用施設を持つ病院は、まだ
日本でも多くありません。６月16日には、この施設を使って
ＮＢＣ災害訓練を実施。当日は救護班の職員がＰＰＴ
（個人防護服）を装着し、従来の除染テントと完成した
救急除染室で訓練を行いました。

こまめな水分補給が効果的。何度かに分けて飲み、塩分や糖分も忘れずに摂取しましょう。 外出の際は、風通しのよい吸湿性のある服装をしたり、帽子や日傘の準備をしましょう。
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ていますか。そこには患者さんの「負担額」と並んで、「点
数」が記載されています。この点数の部分が「診療報酬」
で、皆さまが保険料を納めている各公的医療保険から医療
機関に支払われる報酬を表しています。診療報酬の点数
は、医療機関で行われた治療行為などによって細かく決め

られています。そして、その点数に応じて、患者さんが支払う
自己負担金額（３割など）や、病院の収入も決まっています。
　では、診療報酬の点数はどのように決められているので
しょうか。それは、個々の病院が独自に決めているのではな
く、国が一括して全国一律の点数を定めています。すなわ
ち、同じ医療サービスなら、基本的にはどの医療機関であっ
ても、同じ価格（公定価格）ということになります。

　診療報酬は、原則として２年に一度改定されます。具体
的には、厚生労働大臣の諮問機関である中央社会保険医
療協議会で審議され、社会動向や国の政策に応じて、内容
が改定されています。
　本年４月、平成22年度診療報酬改定が行われました。今
回の改定は、「危機的状況に陥っている救急・急性期や、産
科・小児医療をいかに再建するか」が大きな課題として掲
げられました。そのため、救急医療の評価の充実、産科・小
児医療の評価の充実、病院勤務医の負担の軽減、手術料
の適正な評価、明細書発行の推進など、多くの改善点が盛
り込まれています。
　このように、診療報酬は医療を取り巻く変化に応じて改定
が重ねられており、患者さんが受ける医療と深い関わりを
もっています。こうした診療報酬の仕組みを理解し、状況に
応じて診療所や病院を使い分けるなど、正しい認識をもって
医療機関をご利用ください。

　毎年、夏に向かって増えるのが食中毒です。食中毒とは、
細菌やウイルス、化学物質、自然毒などの有害・有毒物質を
人が口から摂取したことで発症する中毒症状（下痢や嘔
吐、発熱など）の総称です。特に、高温多湿な日本の夏には、
サルモネラ菌や病原性大腸菌（O157もその一つです）など
の細菌性の食中毒に注意が必要です。万一、サルモネラ菌
に感染すると、激しい嘔吐、発熱、腹痛を伴う下痢などを発
症します。O157の場合は血便と激しい腹痛を発症し、急性
脳症から死に至ることもあります。これらの細菌は感染力が
強く、2007年には静岡県でサルモネラ菌による集団食中毒
が発生し、1000名以上が感染してニュースになりました。

　食中毒は、食品の状態から判断できる場合もありますが、
食べた後から症状が出て、はじめて気づくことも多々ありま
す。夏は細菌が増殖しやすいため、特に注意が必要です。
肉や魚、卵は内部までしっかり加熱しましょう。近年、トマトか
らサルモネラ菌が検出されたという報告もあり、野菜だからと
いって安心できません。また包丁やまな板、食器用のスポン
ジや台ふきんは必ず洗い、常に清潔・乾燥を保ちます。また
食中毒は人から人、特に手から感染を拡大させ、感染性胃
腸炎を発症させます。まず、こまめな手洗いを心がけること
が大切です。水だけでなく、石けんを使いよく泡立て、指先
やつめ、指と指の間まできちんと洗いましょう。

　高齢化と医療の高度化が進む今
日、医療現場では安全管理に注目が
集まっています。平成14年には、厚生
労働省の指導ですべての病院・診
療所（有床）に医療安全管理の整備
が義務づけられ、当院では民間病院
としてはいち早く平成15年に「医療
安全対策室」を設置し、リスクマネジ
メント（医療事故を未然に防ぐ）を開

始しました。平成18年には「医療安
全推進室」と名称を変更し、今日では
薬剤、医療機器の安全管理や院内
感染予防への取組みも行っていま
す。医療安全推進室の設置により、
それまで各部門で独自に培ってきた
ノウハウを全部門で共有でき、より高
度で効率的なリスクマネジメントが可
能になりました。

　院内の感染管理は、感染対策医、
感染リスクマネージャーを中心とした
チームで行っています。もし院内で患

たフリーアドレス診察室』の導入
や、『入退院センター・相談セン
ター』の設置により快適な外来診
察の実現を目指しています。
　工事期間中は、現在の第1駐車
場に仮設外来棟を建築する必要
があり、駐車可能台数が大幅に減
少するため、駐車場が混雑するこ
とが予想されています。
　ご来院の皆さまには大変なご迷
惑をおかけいたしますが、ご来院
の際はできるだけ公共交通機関を
ご利用くださるなど、ご理解とご協
力をお願いいたします。

睡眠不足や風邪気味など、体調がすぐれないときは、暑い日中の外出や運動を控えましょう。 暑い時期の運動はなるべく涼しい時間帯にしたり、激しい運動を急にすることはやめましょう。

者さんからの感染が発見されたら、
すぐに感染経路を調査し、改善策の
提案を行います。また世界的な感染
情報の動向を把握し、院内外に注意
を呼びかけるほか、感染防止対策の
ための院内ラウンドなど、直接現場で
行う教育や実技教育に力を入れ、全
員でより安全な医療の提供をめざし
ます。 改築箇所

（1階～3階）

地域の医療従事者と一緒に、整形外科医療の高度化を図っています。 健やかな暮らしを見つめて、多彩な活動を行っています。

医 学
交 流

互いの医療技術向上を目指し、
中国江蘇省人民医院より
医学交流代表団が来院しました。

国 際
救 援

戦乱が続くアフガニスタンから
伊藤明子看護師が帰国しました。

患 者
サービス

クラシックとジャズの共演。 
会場内が華やかに彩られました。

災 害
救 護

完成したばかりの救急除染室を中心に
ＮＢＣ災害訓練が行われました。

役に立ち、そして楽しい
「あしの健康教室」を開催！

地域を見つめて、地域とともに、
さまざまな活動を実施しています。

健康長寿の実現を、
皆さまとともに目指していきます。

夏に発生する食中毒の
主な原因は細菌です

日頃から注意すれば、
食中毒は防ぐことができます

日本の保険医療費は
全国一律の公定価格

医療をめぐる課題に応じて
２年に一度改定される診療報酬

医療安全推進室より

さまざまな医療の安全を
部門の壁を越えて考えます

改善の提案から教育まで
多彩な業務を担当します

ここをチェック
外来部門改築工事
のお知らせ

田村 秀代
医療安全推進室副室長・
感染リスクマネージャー

医療の
仕組み
を知ろう！

診療報酬

整形外科  部長　佐藤 公治

整形外科  副部長
深谷 泰士

地域医療連携センター看護師長
古城 敦子

市民公開講座の冊子は私
たちで作っています。そ
の活動を通して私たち自
身の専門性を高め、チー
ムの結束力を強めるなど
の成果も上がっています。

保険料

一部
自己負担金

財源
（診療報酬体系）

報酬

医療機関

生活者

院内外での講演
や教育には、こ
れらのイラスト
を使用し、わか
りやすい指導を
心がけています。

Par t
1八事日赤を

知ろう！

「あし」の正しい治療、予防医学から
「健康長寿」への道を拓きます。

いつでも、どこでも、
人々の安心・安全を支えます。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

夏は食中毒が
起こりやすい季節です

こまめな手洗いと
食品を加熱することが大切です
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　４月12日、当院研修ホールにて八事整形市民公開講座・第９
回「あしの健康教室」を開催しました。今回のテーマは「あしの
しびれ」。開演の午前10時には、定員を大幅に上回る300名の
方々がご来場くださいました。

第９回「あしの健康教室」

1「あしのしびれについて」
リハビリテーション科部長 安藤智洋医師
2「しびれとのつきあい方」
清水宏子看護師
3「実際に血の流れを診てみましょう」
臨床検査部 加藤敏治臨床技師
4「あしの体操」
リハビリテーション科 足立さやか理学療法士
5「しびれのおくすり」
昭和区薬剤師理事 鈴木弘子薬剤師

　今回の教室は、当院の整
形外科チームと地域の薬
剤師会が協力し、整形外科
領域に関わるさまざまな職
種のスタッフが、自ら作成し
た資料やスライドを使って、
より具体的な事例説明を
行ったものです。希望者を
募り会場で実際の検査を
実施したり、全参加者が着席のままであしを動かすなど、見て
聞いて体験してあしの健康法を学んでいただきました。最後は
質問コーナーで締め括られ、参加者と医療従事者が日常生活
に根付いたテーマを楽しく学んだ２時間となりました。

　当院の整形外科では、部長の佐藤公治医師を中心に、地
域連携を前提とした整形外科医療の高度化に力を注いでい

ます。施設を越えて地域の医
師と医師との結びつきを強める
「八事整形会」、整形外科領域
に関わるすべての医療従事者
に輪を広げた「八事整形医療
連携会」などを発足し、症例検
討による治療の標準化や、全
国に先駆けての大腿骨頸部
骨折の地域連携クリニカルパ
ス作成など、幾つもの取り組みを果たしてきました。現在では、
市民を巻き込んだ活動として毎年定期的に開催する「八事整
形市民公開講座」、遠くは北海道から九州まで広がった講演
会開催などを含め、多彩な活動を行っています。

　八事整形市民公開講座の背景には、「健康長寿」という私
たちの目標があります。健康長寿とは、日々 のなかで自由に動き
健康的に毎日を楽しんでこその人生という意味です。その実
現には生活者の方々に、あしの病気やあしに影響が出る病気
などへの正しい知識、さらには予防医学まで理解をしていただ
くことが大切であり、一方、医療従事者の私たちも情報を提供
するだけでなく、生活者の方々の声を聞きその要望をしっかり
受け止め、共に歩むことが大切と考えます。今後も治療はもち
ろんさまざまな活動を通じて、生活者と一緒に健康長寿への
実現に全力を注いでいきます。

 
次回開催日  11月20日（土）第10回「あしの健康教室」

6月初旬、中国の江蘇省人民医院から代表団6名が当
院を訪れました。この医学交流
は1983年から、双方の医療技
術や看護技術、そして病院管
理のレベルアップを目的に行わ
れており、7月には当院派遣団
が中国にて研修を行いました。

赤十字国際委員会
（ＩＣＲＣ）の要請によ
り、アフガニスタンの
地域病院支援事業
に参加していた伊
藤明子国際医療救
援部副部長 兼 看
護副部長が、５月24
日帰国しました。当
初はヘッドナースと
しての参加でした
が、途中からはプロ
ジェクトマネージャ
ーとして病院運営
や現地スタッフの教育までを担当しました。２カ月の期
間延長を含む８カ月間は、病院敷地からは一歩も外に
出られなかったという危険な紛争最前線での支援活
動。それだけに「自由に街を歩ける日本の幸せを多くの
人に伝えたい」という伊藤看護師の言葉は、大きな意
味を持つものでした。

４月27日に当院研修ホールにて、「第９回ハートフルコン
サート」を開催。今回は第一
部にヴァイオリニストの加藤
奈津子さん、第二部ではジャ
ズ歌手のケン・バルディスさん
を迎え、参加者も300名を越
す大盛況ぶりでした。

本年６月10日、当院の救命救急センター棟１階に「救急
除染室」が完成しました。これはＮＢＣ災害（放射性物
質・生物剤・化学剤による災害）に遭った患者さんの除
染（温水で付着物を洗い流す）ための施設です。内部
には集団の患者さんを受け入れる待合室や除染シャ
ワー室、電子カルテを導入した診察室を完備しており、
これだけの設備を備えた専用施設を持つ病院は、まだ
日本でも多くありません。６月16日には、この施設を使って
ＮＢＣ災害訓練を実施。当日は救護班の職員がＰＰＴ
（個人防護服）を装着し、従来の除染テントと完成した
救急除染室で訓練を行いました。

こまめな水分補給が効果的。何度かに分けて飲み、塩分や糖分も忘れずに摂取しましょう。 外出の際は、風通しのよい吸湿性のある服装をしたり、帽子や日傘の準備をしましょう。

　当院では第1病棟外来部門の
老朽化に対処するため、また、電
子カルテ導入後の外来空間の有
効利用を目的として、外来部門（1
階、2階、3階）の改築工事を7月下
旬から約1年8カ月の予定で行いま
す。今回の改築工事では、『患者
さんのプライバシーとアメニティー
に配慮した外来空間の構築』を最
優先に考えています。さらに『電子
カルテの導入に伴うIT化に対応し

　会計窓口でお渡ししている領収書、じっくりご覧いただい
ていますか。そこには患者さんの「負担額」と並んで、「点
数」が記載されています。この点数の部分が「診療報酬」
で、皆さまが保険料を納めている各公的医療保険から医療
機関に支払われる報酬を表しています。診療報酬の点数
は、医療機関で行われた治療行為などによって細かく決め
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く、国が一括して全国一律の点数を定めています。すなわ
ち、同じ医療サービスなら、基本的にはどの医療機関であっ
ても、同じ価格（公定価格）ということになります。
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医療安全推進室より

さまざまな医療の安全を
部門の壁を越えて考えます

改善の提案から教育まで
多彩な業務を担当します

ここをチェック
外来部門改築工事
のお知らせ

田村 秀代
医療安全推進室副室長・
感染リスクマネージャー

医療の
仕組み
を知ろう！

診療報酬

整形外科  部長　佐藤 公治

整形外科  副部長
深谷 泰士

地域医療連携センター看護師長
古城 敦子

市民公開講座の冊子は私
たちで作っています。そ
の活動を通して私たち自
身の専門性を高め、チー
ムの結束力を強めるなど
の成果も上がっています。

保険料

一部
自己負担金

財源
（診療報酬体系）

報酬

医療機関

生活者

院内外での講演
や教育には、こ
れらのイラスト
を使用し、わか
りやすい指導を
心がけています。

Par t
1八事日赤を

知ろう！

「あし」の正しい治療、予防医学から
「健康長寿」への道を拓きます。

いつでも、どこでも、
人々の安心・安全を支えます。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

夏は食中毒が
起こりやすい季節です

こまめな手洗いと
食品を加熱することが大切です
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　４月12日、当院研修ホールにて八事整形市民公開講座・第９
回「あしの健康教室」を開催しました。今回のテーマは「あしの
しびれ」。開演の午前10時には、定員を大幅に上回る300名の
方々がご来場くださいました。

第９回「あしの健康教室」

1「あしのしびれについて」
リハビリテーション科部長 安藤智洋医師
2「しびれとのつきあい方」
清水宏子看護師
3「実際に血の流れを診てみましょう」
臨床検査部 加藤敏治臨床技師
4「あしの体操」
リハビリテーション科 足立さやか理学療法士
5「しびれのおくすり」
昭和区薬剤師理事 鈴木弘子薬剤師

　今回の教室は、当院の整
形外科チームと地域の薬
剤師会が協力し、整形外科
領域に関わるさまざまな職
種のスタッフが、自ら作成し
た資料やスライドを使って、
より具体的な事例説明を
行ったものです。希望者を
募り会場で実際の検査を
実施したり、全参加者が着席のままであしを動かすなど、見て
聞いて体験してあしの健康法を学んでいただきました。最後は
質問コーナーで締め括られ、参加者と医療従事者が日常生活
に根付いたテーマを楽しく学んだ２時間となりました。

　当院の整形外科では、部長の佐藤公治医師を中心に、地
域連携を前提とした整形外科医療の高度化に力を注いでい

ます。施設を越えて地域の医
師と医師との結びつきを強める
「八事整形会」、整形外科領域
に関わるすべての医療従事者
に輪を広げた「八事整形医療
連携会」などを発足し、症例検
討による治療の標準化や、全
国に先駆けての大腿骨頸部
骨折の地域連携クリニカルパ
ス作成など、幾つもの取り組みを果たしてきました。現在では、
市民を巻き込んだ活動として毎年定期的に開催する「八事整
形市民公開講座」、遠くは北海道から九州まで広がった講演
会開催などを含め、多彩な活動を行っています。

　八事整形市民公開講座の背景には、「健康長寿」という私
たちの目標があります。健康長寿とは、日々 のなかで自由に動き
健康的に毎日を楽しんでこその人生という意味です。その実
現には生活者の方々に、あしの病気やあしに影響が出る病気
などへの正しい知識、さらには予防医学まで理解をしていただ
くことが大切であり、一方、医療従事者の私たちも情報を提供
するだけでなく、生活者の方々の声を聞きその要望をしっかり
受け止め、共に歩むことが大切と考えます。今後も治療はもち
ろんさまざまな活動を通じて、生活者と一緒に健康長寿への
実現に全力を注いでいきます。

 
次回開催日  11月20日（土）第10回「あしの健康教室」

6月初旬、中国の江蘇省人民医院から代表団6名が当
院を訪れました。この医学交流
は1983年から、双方の医療技
術や看護技術、そして病院管
理のレベルアップを目的に行わ
れており、7月には当院派遣団
が中国にて研修を行いました。

赤十字国際委員会
（ＩＣＲＣ）の要請によ
り、アフガニスタンの
地域病院支援事業
に参加していた伊
藤明子国際医療救
援部副部長 兼 看
護副部長が、５月24
日帰国しました。当
初はヘッドナースと
しての参加でした
が、途中からはプロ
ジェクトマネージャ
ーとして病院運営
や現地スタッフの教育までを担当しました。２カ月の期
間延長を含む８カ月間は、病院敷地からは一歩も外に
出られなかったという危険な紛争最前線での支援活
動。それだけに「自由に街を歩ける日本の幸せを多くの
人に伝えたい」という伊藤看護師の言葉は、大きな意
味を持つものでした。

４月27日に当院研修ホールにて、「第９回ハートフルコン
サート」を開催。今回は第一
部にヴァイオリニストの加藤
奈津子さん、第二部ではジャ
ズ歌手のケン・バルディスさん
を迎え、参加者も300名を越
す大盛況ぶりでした。

本年６月10日、当院の救命救急センター棟１階に「救急
除染室」が完成しました。これはＮＢＣ災害（放射性物
質・生物剤・化学剤による災害）に遭った患者さんの除
染（温水で付着物を洗い流す）ための施設です。内部
には集団の患者さんを受け入れる待合室や除染シャ
ワー室、電子カルテを導入した診察室を完備しており、
これだけの設備を備えた専用施設を持つ病院は、まだ
日本でも多くありません。６月16日には、この施設を使って
ＮＢＣ災害訓練を実施。当日は救護班の職員がＰＰＴ
（個人防護服）を装着し、従来の除染テントと完成した
救急除染室で訓練を行いました。

こまめな水分補給が効果的。何度かに分けて飲み、塩分や糖分も忘れずに摂取しましょう。 外出の際は、風通しのよい吸湿性のある服装をしたり、帽子や日傘の準備をしましょう。

　当院では第1病棟外来部門の
老朽化に対処するため、また、電
子カルテ導入後の外来空間の有
効利用を目的として、外来部門（1
階、2階、3階）の改築工事を7月下
旬から約1年8カ月の予定で行いま
す。今回の改築工事では、『患者
さんのプライバシーとアメニティー
に配慮した外来空間の構築』を最
優先に考えています。さらに『電子
カルテの導入に伴うIT化に対応し

　会計窓口でお渡ししている領収書、じっくりご覧いただい
ていますか。そこには患者さんの「負担額」と並んで、「点
数」が記載されています。この点数の部分が「診療報酬」
で、皆さまが保険料を納めている各公的医療保険から医療
機関に支払われる報酬を表しています。診療報酬の点数
は、医療機関で行われた治療行為などによって細かく決め

られています。そして、その点数に応じて、患者さんが支払う
自己負担金額（３割など）や、病院の収入も決まっています。
　では、診療報酬の点数はどのように決められているので
しょうか。それは、個々の病院が独自に決めているのではな
く、国が一括して全国一律の点数を定めています。すなわ
ち、同じ医療サービスなら、基本的にはどの医療機関であっ
ても、同じ価格（公定価格）ということになります。

　診療報酬は、原則として２年に一度改定されます。具体
的には、厚生労働大臣の諮問機関である中央社会保険医
療協議会で審議され、社会動向や国の政策に応じて、内容
が改定されています。
　本年４月、平成22年度診療報酬改定が行われました。今
回の改定は、「危機的状況に陥っている救急・急性期や、産
科・小児医療をいかに再建するか」が大きな課題として掲
げられました。そのため、救急医療の評価の充実、産科・小
児医療の評価の充実、病院勤務医の負担の軽減、手術料
の適正な評価、明細書発行の推進など、多くの改善点が盛
り込まれています。
　このように、診療報酬は医療を取り巻く変化に応じて改定
が重ねられており、患者さんが受ける医療と深い関わりを
もっています。こうした診療報酬の仕組みを理解し、状況に
応じて診療所や病院を使い分けるなど、正しい認識をもって
医療機関をご利用ください。

　毎年、夏に向かって増えるのが食中毒です。食中毒とは、
細菌やウイルス、化学物質、自然毒などの有害・有毒物質を
人が口から摂取したことで発症する中毒症状（下痢や嘔
吐、発熱など）の総称です。特に、高温多湿な日本の夏には、
サルモネラ菌や病原性大腸菌（O157もその一つです）など
の細菌性の食中毒に注意が必要です。万一、サルモネラ菌
に感染すると、激しい嘔吐、発熱、腹痛を伴う下痢などを発
症します。O157の場合は血便と激しい腹痛を発症し、急性
脳症から死に至ることもあります。これらの細菌は感染力が
強く、2007年には静岡県でサルモネラ菌による集団食中毒
が発生し、1000名以上が感染してニュースになりました。

　食中毒は、食品の状態から判断できる場合もありますが、
食べた後から症状が出て、はじめて気づくことも多々ありま
す。夏は細菌が増殖しやすいため、特に注意が必要です。
肉や魚、卵は内部までしっかり加熱しましょう。近年、トマトか
らサルモネラ菌が検出されたという報告もあり、野菜だからと
いって安心できません。また包丁やまな板、食器用のスポン
ジや台ふきんは必ず洗い、常に清潔・乾燥を保ちます。また
食中毒は人から人、特に手から感染を拡大させ、感染性胃
腸炎を発症させます。まず、こまめな手洗いを心がけること
が大切です。水だけでなく、石けんを使いよく泡立て、指先
やつめ、指と指の間まできちんと洗いましょう。

　高齢化と医療の高度化が進む今
日、医療現場では安全管理に注目が
集まっています。平成14年には、厚生
労働省の指導ですべての病院・診
療所（有床）に医療安全管理の整備
が義務づけられ、当院では民間病院
としてはいち早く平成15年に「医療
安全対策室」を設置し、リスクマネジ
メント（医療事故を未然に防ぐ）を開

始しました。平成18年には「医療安
全推進室」と名称を変更し、今日では
薬剤、医療機器の安全管理や院内
感染予防への取組みも行っていま
す。医療安全推進室の設置により、
それまで各部門で独自に培ってきた
ノウハウを全部門で共有でき、より高
度で効率的なリスクマネジメントが可
能になりました。

　院内の感染管理は、感染対策医、
感染リスクマネージャーを中心とした
チームで行っています。もし院内で患

たフリーアドレス診察室』の導入
や、『入退院センター・相談セン
ター』の設置により快適な外来診
察の実現を目指しています。
　工事期間中は、現在の第1駐車
場に仮設外来棟を建築する必要
があり、駐車可能台数が大幅に減
少するため、駐車場が混雑するこ
とが予想されています。
　ご来院の皆さまには大変なご迷
惑をおかけいたしますが、ご来院
の際はできるだけ公共交通機関を
ご利用くださるなど、ご理解とご協
力をお願いいたします。

睡眠不足や風邪気味など、体調がすぐれないときは、暑い日中の外出や運動を控えましょう。 暑い時期の運動はなるべく涼しい時間帯にしたり、激しい運動を急にすることはやめましょう。

者さんからの感染が発見されたら、
すぐに感染経路を調査し、改善策の
提案を行います。また世界的な感染
情報の動向を把握し、院内外に注意
を呼びかけるほか、感染防止対策の
ための院内ラウンドなど、直接現場で
行う教育や実技教育に力を入れ、全
員でより安全な医療の提供をめざし
ます。 改築箇所

（1階～3階）

地域の医療従事者と一緒に、整形外科医療の高度化を図っています。 健やかな暮らしを見つめて、多彩な活動を行っています。

医 学
交 流

互いの医療技術向上を目指し、
中国江蘇省人民医院より
医学交流代表団が来院しました。

国 際
救 援

戦乱が続くアフガニスタンから
伊藤明子看護師が帰国しました。

患 者
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会場内が華やかに彩られました。

災 害
救 護

完成したばかりの救急除染室を中心に
ＮＢＣ災害訓練が行われました。

役に立ち、そして楽しい
「あしの健康教室」を開催！

地域を見つめて、地域とともに、
さまざまな活動を実施しています。

健康長寿の実現を、
皆さまとともに目指していきます。

夏に発生する食中毒の
主な原因は細菌です

日頃から注意すれば、
食中毒は防ぐことができます
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さまざまな医療の安全を
部門の壁を越えて考えます

改善の提案から教育まで
多彩な業務を担当します

ここをチェック
外来部門改築工事
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感染リスクマネージャー
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夏は食中毒が
起こりやすい季節です

こまめな手洗いと
食品を加熱することが大切です

T  O  P  I  C  S

山折 谷折谷折 八事日赤ニュースVol.48　ジャバラ折A4×８P　中面



平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年
0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

名古屋第二赤十字病院
の救急患者数

名古屋第二赤十字病院調べ

全国の救急告示病院数の推移（左座標） 愛知県の救急告示病院数の推移（右座標）

41,341

35,670

42,379

46,201 45,283 46,193 45,163 43,224

50,968

患者数

「厚生労働省  平成21年地域医療保健基礎統計」より

病院数 病院数

39,507

3,500

4,000

100

200

4,343

4,273 4,235

4,166 4,104

4,033

3,932

200
193

188 185 184
179

164

８月３日㈫ 13：30～15：00
  場所　３病棟１階研修ホール

「皮膚のがん」

８月９日㈪ 13：30～15：00
  場所　３病棟１階研修ホール

「耳鼻咽喉科の、がんについて」
近年、増えている皮膚のがん。この病
気は身体の表面にできるため、実は
早期発見が可能です。今回は皮膚科
部長 山本敬三医師が、皮膚のがんの
種類と治療法、早期発見の重要性に
ついてお話しします。

喉頭がん、咽頭がん、舌がん、甲状腺
がんなど、耳鼻咽喉科ではさまざまな
がんの治療を行っています。今回は
耳鼻咽喉科部長 小山新一郎医師が
それぞれの症状や検査法、治療法な
どをご紹介します。

毎年多くの患者さんやご家族の方でに
ぎわう夏祭りが、８月11日㈬に開催されま
す。今回も、有志の方々の協力を得て、
盆踊りや出店をはじめ、地域ぐるみで楽
しんでいただけるよう企画しています。皆
さまのご参加をお待ちしています。

　本年１月に発生したハイチ大地震
災害は、一時期に比べ報道されるこ
とが少なくなりました。しかし現地では
まだ基幹病院復興の目途さえも立っ
ておらず、被災者は過酷な日々 を過ご
しています。そうしたなかハイチ大地
震災害被災者救援事業第４班に参
加していた、杉本憲治第二麻酔・集中
治療部長 兼 国際医療救援部長が５
月27日に帰国しました。報告会では
「首都ポルトープランスで、一日約100
名の診療を行いました。現在では災
害による怪我というよりも、慢性疾患や
皮膚病などの治療、テント生活を送る
人への精神的なケアなど、医療ニー
ズは多様化しています。診療所を訪
れる被災者に対して、医療設備や薬
剤などが限定されるなか、医師として
いかに対応するべきか考え続けた毎
日でした。私は今回が初めての派遣
活動ですが、ハイチで学んだことを今
後の国際救援活動に生かしていきた
いと思います」と、約１カ月を振り返る

杉本医師でした。
　ハイチでは５月半ばから雨季が始
まり、被災者が生活するテント内に泥
水が流れ込むなど、衛生環境はもち
ろん生活環境もますます悪化していま
す。そのハイチを支える活動を、日本
赤十字社は今後も続けていきます。

救急医療については、最近、全国各地でいろいろな問題が取り沙汰されています。医師不足、応需拒否、たらい回し、コン
ビニ受診、不採算部門等々、さまざまなキーワードが言われていますが、一つひとつのキーワードだけで問題の全体を捉
えるには難しい面があります。９月９日、「救急の日」を前に、救急医療について皆さんと一緒に考えていけたらと思います。

　
三
次
救
急
医
療
機
関
は
、
救
急
医
療
体

制
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
に
位
置
す
る
、
い

わ
ば
「
命
の
砦
」
で
あ
る
。
複
数
の
診
療

科
領
域
に
わ
た
る
重
篤
な
患
者
さ
ん
を
24

時
間
受
け
入
れ
、
高
度
な
医
療
を
総
合
的

に
提
供
す
る
。
厚
生
労
働
省
の
承
認
を
得

て
、
都
道
府
県
が
依
頼
し
た
三
次
救
急
医

療
施
設
を
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
い
う
。

名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
は
昭
和
59
年
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
た
。

ハイチ大地震災害被災者救援事業
（第３班）
ヤップ・ユーウェン（医師）
平田巳雅（看護師）
4 2010年4月～2010年5月
ハイチ大地震災害被災者救援事業
（第4班）
杉本憲治（国際医療救援部長）

1 2009年９月～2010年５月
ICRCアフガニスタン・ミルワイズ
地域病院支援事業
伊藤明子（国際医療救援部副部長）
2 2010年１月～2010年４月
ウガンダ赤十字社母子保健事業
高井久実子（助産師）
3 2010年3月～2010年4月

その分「声」を「活字」に置き換えて伝える努力をしています。Future8510の記事の
中から知識や情報を増やして、生活を楽しめる要素を増やしてください。知れば知る
ほど好きになる、“好奇心”のような心の元気さも大事だと思います。
■名古屋第二赤十字病院 企画課  メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

派遣状況

　
突
然
、
夜
中
に
容
態
が
悪
化
し
、
慌
て
て
１

１
９
番
通
報
を
す
る
。
救
急
車
は
速
や
か
に
現

場
に
到
着
し
た
。
し
か
し
、
搬
送
先
の
病
院
が

な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
救
急
隊
員
は
病
院
探

し
に
四
苦
八
苦
。
よ
う
や
く
遠
方
の
病
院
の
了
解

を
得
て
車
を
走
ら
せ
た
が
、
救
急
外
来
を
受
診

で
き
た
の
は
、
１
１
９
番
通
報
か
ら
実
に
１
時
間

以
上
後
の
こ
と
だ
っ
た…

。
こ
う
し
た
救
急
患
者

さ
ん
の
応
需
拒
否
、
い
わ
ゆ
る〝
た
ら
い
回
し
〞の

事
例
が
頻
繁
に
発
生
し
、
深
刻
な
社
会
問
題
に

な
って
い
る
。
総
務
省
消
防
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、

平
成
21
年
中
に
重
症
以
上
傷
病
者
の
搬
送
で
、

救
急
車
の
現
場
滞
在
時
間
が
30
分
以
上
を
要
し

た
事
案
は
、
１
７
８
２
６
件
に
の
ぼ
る
と
い
う
。

　
個
々
の
救
急
病
院
は
、一人
で
も
多
く
の
患
者

さ
ん
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
注

ぎ
、
ベッ
ド
を
確
保
し
て
、
日
夜
、一
生
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い
た
い
、

と
い
う
の
は
医
療
人
共
通
の
切
望
で
あ
る
。
し
か

し
、
救
急
搬
送
件
数
が
医
療
現
場
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
を
上
回
り
、「
受
け
入
れ
た
く
て
も
、
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
の
が
実
態
な
の
で
あ
る
。

　「
救
急
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
た
く
て
も
、

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
現
象
は
ど
う
し

て
起
き
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
原
因
の一つ
に
、
救

急
病
院
の
減
少
が
あ
る
。
厚
生
労
働
省
「
平
成

21
年
地
域
医
療
保
健
基
礎
統
計
」
に
よ
れ
ば
、

平
成
15
年
、
全
国
に
４
２
７
３
カ
所
あ
っ
た
救

急
病
院
は
、
平
成
20
年
に
は
３
９
３
２
カ
所
に

減
少
し
た
。
も
ち
ろ
ん
愛
知
県
も
例
外
で
は
な

く
、
１
９
３
カ
所
（
平
成
15
年
）
か
ら
１
６
４

カ
所（
平
成
20
年
）に
激
減
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

多
く
の
病
院
は
慢
性
的
な
医
師
不
足
、
看
護
師

不
足
で
悩
ん
で
お
り
、
救
急
ま
で
手
が
ま
わ
ら

ず
、
救
急
を
縮
小
、
あ
る
い
は
撤
退
す
る
施
設

が
後
を
絶
た
な
い
。
ひ
と
つ
の
病
院
が
救
急
か
ら

撤
退
す
れ
ば
、
救
急
患
者
さ
ん
は
次
の
病
院
に

集
中
す
る
。
そ
の
結
果
、
次
の
病
院
の
負
担
が

増
え
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
疲
弊
し
て
し
ま
う
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
救
急
か
ら
撤
退
す
る
病
院
が

増
え
る
。
こ
の
悪
循
環
が
、
救
急
病
院
の
減
少

を
招
き
、ひ
い
て
は
受
け
入
れ
拒
否
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
日
本
の
救
急
医
療
体
制
で
は
、
患

者
さ
ん
の
重
症
度
に
応
じ
て
、
対
応
す
る
医
療

機
関
が
一
次
・
二
次
・
三
次
の
３
つ
に
分
類
さ
れ

て
い
る
。一
次
救
急
は
、
入
院
の
必
要
が
な
い
患

者
さ
ん
に
対
応
す
る
施
設
。
二
次
救
急
は
、
入

院
治
療
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
に
対
応
。
そ

し
て
、
三
次
救
急
は
、
二
次
救
急
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
重
篤
な
救
急
患
者
さ
ん
に
対
応
す
る
。

　
し
か
し
、
救
急
病
院
が
減
少
し
て
い
る
今
、

本
来
、一次
・
二
次
の
救
急
医
療
機
関
で
受
け
入

れ
る
べ
き
患
者
さ
ん
が
、
実
際
は
三
次
救
急
医

療
機
関
へ
多
数
搬
送
さ
れ
て
い
る
。
三
次
救
急
医

療
機
関
に
は
軽
症
や
中
等
度
の
患
者
さ
ん
が
あ

ふ
れ
、
本
当
に
高
度
な
救
急
医
療
を
必
要
と
す

る
重
症
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い

う
事
態
も
起
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、一次
・二
次
・

三
次
と
い
う
役
割
分
担
を
定
め
た
救
急
医
療
シ

ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
崩
壊
し
つつ
あ
る
の
だ
。

　
三
次
救
急
を
担
う
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院

も
ま
た
、
医
療
崩
壊
の
渦
中
に
あ
る
。
名
古
屋

第
二
赤
十
字
病
院
で
は
、
30
年
以
上
前
か
ら
地

域
の
救
急
医
療
に
全
力
を
注
い
で
き
た
。「
救
急

患
者
さ
ん
の
応
需
拒
否
は
絶
対
に
で
き
な
い
」
と

い
う
の
が
伝
統
的
な
方
針
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
後

も
変
わ
ら
な
い
。一刻
を
争
う
重
篤
な
患
者
さ
ん

を
は
じ
め
、
産
婦
人
科
救
急
や
小
児
救
急
の
患

者
さ
ん
を
万
全
の
体
制
で
迎
え
る一方
で
、
入
院

治
療
の
必
要
が
な
い
軽
症
の
患
者
さ
ん
も
幅
広
く

受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
日
帰
宅
さ
れ
る

患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、「
か
か
り
つ
け
医
を
受

診
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
」
な
ど
、
帰
宅

後
の
注
意
点
を
記
載
し
た
用
紙
を
手
渡
し
、
安

心
し
て
帰
って
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
今
後
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院

が
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
よ
り
高
度
な
機

能
を
発
揮
し
て
い
く
に
は
、
弱
体
化
し
た
救
急

医
療
体
制
を
再
生
し
、一次
・
二
次
・
三
次
と
い

う
医
療
機
関
の
機
能
分
化
を
推
し
進
め
る
こ
と

が
必
須
条
件
と
な
る
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
。
ま
ず
は
救
急
医
療
の
厳
し
い
現
状
を
地
域

の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
知
恵
を

出
し
合
い
、
解
決
策
を
探
って
い
き
た
い
と
思
う
。

　
次
回
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
名
古
屋

第
二
赤
十
字
病
院
の
救
急
医
療
の
取
り
組
み
に

つい
て
お
伝
え
す
る
予
定
で
あ
る
。

「
三
次
救
急
医
療
機
関
」

赤十字健康教室が開催されます。

恒例の夏祭りが、
今年も開催されます。

未だ復興の兆しが遠いハイチから、
杉本医師が帰国しました。

Report 1 Report 2

国際救援活動

広報誌は残念ながら声でお伝えすることはできません編 集 後 記

近年、マスコミ報道などでも知られるように、
救急患者さんの受け入れ拒否が多発し、

大きな社会問題になっている。
救急医療の現場は今、どうなっているのか。
そして、医療崩壊を救う方策はあるのだろうか。

救
い
た
い
、
し
か
し
、

受
け
ら
れ
な
い
現
場
の
苦
悩

受
け
入
れ
拒
否
は

ど
う
し
て
起
き
る
の
か

地
域
の
救
急
医
療
を

守
っ
て
い
く
た
め
に

救
急
医
療
の
シ
ス
テ
ム
が

崩
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る

今回の
キーワード

出迎え式で、ハイチの現状を訴える杉本医師

ハイチ

 I N F O R M A T I O N

今、崩壊の危機にある
日本の救急医療。
その現状を考える。

特集ページ

八事日赤を知ろう！
「あし」の正しい治療、
予防医学から
「健康長寿」への道を拓きます。

病気を知ろう！
夏は食中毒が起こりやすい季節です
こまめな手洗いと食品を加熱することが大切です

医療の仕組みを知ろう！
診療報酬

情報ページ

院長メッセージ
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Special Report

今、崩壊の危機にある
日本の救急医療。
その現状を考える。
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危機的、
救急の今。

2010.July Vol. 48

八事日赤ニュースVol.48　ジャバラ折A4×８P　外面谷折 山折 表紙表４ 山折


